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第24回 日本造血細胞移植学会総会を終えて 
北海道大学大学院医学研究科癌制御医学講座（血液内科） 

会 長　今村 雅寛 

 
　第24回日本造血細胞移植学会総会は平成13年12月20日（木）～21日（金）の2日間にわたり、札幌市北
海道厚生年金会館と札幌市教育文化会館において開催され、国外からの招待講演者11名、国内からの
参加者約2,000を迎え盛会のうちに終了しました。 
 
　今回の学会のテーマは「英知の結晶」で、これまでに蓄積されてきた造血細胞移植に関する基礎的、
臨床的成果を背景に、英知を結集して雪の結晶ならぬ「英知の結晶」へと具現化することでした。造血細
胞移植の分野は治療学として着実に発展してきていることが本学会で確認され、将来展望は明るいもの
と思われます。一般演題365題を含む447題の発表があり、一般演題の特徴は、ミニトランスプラントと無菌
看護の効率化に関する演題の増加です。このほかにも、非寛解期移植、HLA不一致ドナーからの移植、
稀な疾患に対する移植、ドナーリンパ球輸注、臍帯血移植の増加も目立ちました。 
 
　造血細胞移植は免疫療法としての側面を内包しており、その効果が確認されつつあります。それをさら
に細胞療法として発展させるにはどうすべきか、特異的な抗腫瘍免疫を誘導しつつ移植片対宿主病を抑
制し、免疫寛容を誘導するにはどうすべきかがシンポジウムや教育講演で触れられました。特に、最近注目
されているミニトランスプラント、混合キメリズムの意義、移植片対宿主病と移植片対白血病効果の分離、ド
ナーリンパ球輸注の応用、免疫寛容誘導機構については学会のひとつの目玉として、国内外の著名な学
者による発表がなされ、満足できたものと考えます。 
 
　再生医学も骨髄移植をはじめとする造血細胞移植と密接な関係にあり、それに関した特別講演や招待
講演も組まれ、近い将来必ずや現実化するものと期待されます。造血機構の研究も進歩が目覚しく、造血
細胞移植を語るときに避けて通ることのできない重要な課題と思われ、さらなる研究の進展が望まれます。 
 
　造血細胞移植がチーム医療であり、医師のほかにも多数の看護婦やコメディカルの参加がなされる点
に特徴を有する学会でありますが、年々その傾向が強くなりつつあります。各会場でそれらの参加者によ
る熱心な討論が見られました。この形式が今後もそのまま引き継がれ、さらにこの学会が発展することで、細
胞療法としての完成を見、多くの患者さんに治癒が望める医療を供給できればと願っております。 
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科　　目 12年度決算額 備　　考 
( 収入の部） 
（1）寄付金等 
　　①寄付金収入 
（2）雑収入 
　　①預金利息 
収入合計 
（支出の部） 
（1）ドナー登録センター 
　　①ドナー登録センター事前準備費用 
　　②ドナー登録センター運営費用 
　　　i)基本運営費用 
　　　ii)登録症例数に応じた追加運営費用 
　　　iii)通信費等 
　　　iv)振込費 
　　③資料印刷費用 
 　　　i)ガイドライン、調査票等 
　　④封筒等作成費用 
　　　i)封筒作成費 
　（2）登録事業統括事務局 
　　①登録事業統括費；人件費 
　　②事務消耗品 
　　③会計監査費 
（3）旅費会議費 
　　①会場費 
　　②旅費交通費 
（4）データ管理解析費 
　　①管理解析費 
（5）繰越し 
　　①通帳残高 
支出合計 
収支差額 

 
75,000,000 
75,000,000 

2,706 
2,706 

75,002,706 
 

68,455,446 
16,091,250 
49,561,675 
33,585,000 
11,088,000 
4,885,735 

2,940 
2,079,081 
2,079,081 
723,440 
723,440 

1,800,840 
1,200,000 
500,000 
100,840 

2,835,492 
872,260 

1,963,232 
3,502,520 
3,502,520 
47,999 
47,999 

76,642,297 
-1,639,591

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
300例分 
追加176例x120,000x1/2x1.05 
通信費、郵送費等 
銀行振込費 
 
ゼネラル印刷、振込費含む 
 
セントラルコンベンションサービス、振込費含む 
 
100,000/月x12ヶ月 
コンピューター、周辺機器、ソフト 
振込費含む 
 
5/6, 6/18, 8/2, 1/6, 2/4, 3/30 
 
 
登録準備費、振込費含む 
 
平成13年度へ繰越し 
 
内訳はドナー登録センター運営費用￥1,125,090、 
資料印刷費用￥514,501。13年度に繰越支払う予定 

平成12年度同種末梢血幹細胞移植調査事業特別会計決算 

 

科　　目 平成13年度 
前　期 後　期 合　計 

備　　考 

( 収入の部） 
（1）寄付金等 
　　①寄付金収入 
（2）雑収入 
　　①預金利息 
（3）平成12年度繰越分 
　　①繰越分 
収入合計 
(支出の部） 
（1）平成12年度未支払分（繰越分） 
　　①ドナー登録センター運営費用 
　　②資料印刷費用 
（2）ドナー登録センター 
　　①ドナー登録センター運営費用 
　　　i)基本運営費用 
　　　ii)登録症例数に応じた追加運営費用 
 
　　　iii)通信費等 
　　②ドナー長期フォローアップ調査 
　　　i)検査費・協力費 
 
　　③レシピエント短期調査 
　　　i)12年度分協力費　 
　　　ii)13年度分協力費 
　　④資料印刷費用 
 　　　i)ガイドライン、調査票等 
　　⑤封筒等作成費用 
　　　i)封筒作成費 
（3）登録事業統括事務局 
　　①登録事業統括費；人件費 
　　②事務消耗品・通信費 
　　③会計監査費 
（4）旅費会議費 
　　①会場費 
　　②旅費交通費 
（5）データ管理解析費 
　　①管理解析費 
（6）予備費 
　　②予備費 
支出合計 
収支差額 

 
71,000,000 
71,000,000 

0 
0 

47,999 
47,999 

71,047,999 
 

1,639,591 
1,125,090 
514,501 

65,646,979 
33,614,786 
16,792,499 
14,149,800 

 
2,672,487 
2,200,950 
2,200,950 

 
28,935,000 
19,290,000 
9,645,000 
596,243 
596,243 
300,000 
300,000 
750,000 
600,000 
150,000 

0 
800,000 
200,000 
600,000 

2,000,000 
2,000,000 
163,430 
163,430 

71,047,999 
0

 
43,000,000 
43,000,000 

0 
0 
0 
0 

43,000,000 
 
0 
0 
0 

39,337,499 
25,292,499 
16,792,499 
5,500,000 

 
3,000,000 
3,600,000 
3,600,000 

 
9,645,000 

0 
9,645,000 
500,000 
500,000 
300,000 
300,000 
850,000 
600,000 
150,000 
100,000 
800,000 
200,000 
600,000 

2,000,000 
2,000,000 
12,501 
12,501 

43,000,000 
0 
 

 
114,000,000 
114,000,000 

0 
0 

47,999 
47,999 

114,047,999 
 

1,639,591 
1,125,090 
514,501 

104,984,285 
58,907,285 
33,584,998 
19,649,800 

 
5,672,487 
5,800,950 
5,800,950 

 
38,580,000 
19,290,000 
19,290,000 
1,096,243 
1,096,243 
600,000 
600,000 

1,600,000 
1,200,000 
300,000 
100,000 

1,600,000 
400,000 

1,200,000 
4,000,000 
4,000,000 
175,931 
175,931 

114,049,999 
0 
 

 
 
 
 
 
 
平成12年度通帳残金 
 
 
 
 
 
 
 
 
平成13年4月-9月までに、325例程度の登録があるものとして算定 
平成13年10月～平成14年3月の追加症例は次年度に追加 
平成12年度の実績に基づく概算予算 
 
4－7月は実績（64例）、8月以降は1ヶ月に40人のドナーへの 
振込が発生するものとして算定。また、振込手数料は含まない 
 
12年度登録可能分を100％回収するとし概算 
13年度は12年度と同数の登録があるものとし、100%回収するとし概算 
 
平成12年度の実績に基づく概算予算 
 
平成12年度の実績に基づく概算予算 
 
100,000/月x12ヶ月 
事務用品、通信費 
 
 
 
 
登録準備費、データ移管費 

平成13年度同種末梢血幹細胞移植調査事業特別会計予算 
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日本造血細胞移植学会からのお知らせ 

1.平成14年度の会長は大阪府立母子保健総合医療センター小児内科の河敬世先生で、総会は平成14年
10月24日（木）、25日（金）に大阪国際会議場で開催される予定です。 
2.平成15年度の会長には東海大学小児科の加藤俊一先生が選出されました。会期、会場は未定です。 
3.平成13年度で任期満了となる理事、池田康夫、土肥博雄、原田実根、平岡諦、齋藤英彦、（以上、内科系）、
加藤俊一、松山孝治（以上、小児科系）、塩原信太郎（その他臨床系）尾上裕子（コメディカル）（敬称略）
の改選がおこなわれ、以下の9名が理事に選任されました。任期は平成14年4月1日から平成18年3月31日
までです。 

【新理事】（敬称略） 
　内科系：池田康夫（慶応義塾大学）、今村雅寛（北海道大学）、谷本光音（岡山大学）、 
　　　　 原田実根（九州大学） 
　小児科系：加藤俊一（東海大学）、小島勢二（名古屋大学）、土田昌宏（茨城県立こども病院） 
　その他臨床系：塩原信太郎（金沢大学） 
　コメディカル：尾上裕子（東京大学医科学研究所） 
4.評議員選任委員会が平成13年11月14日に神戸ポートピアホテルにて開催されました。中畑龍俊（委員長）、
岡本真一郎、小島勢二、権藤久司、星順隆、麦島秀雄の各委員出席のもと、理事評議員選任規約（細則）
及びこれまでの申し合わせ事項に基づき選考がおこなわれました。今回は24名の応募があり、内科系10名、
小児科系4名の計14名が選任された旨、理事会・評議員会にて報告があり、総会において承認されました。
以下の14名が平成14年4月1日より評議員となります。 

【平成14年度新評議員】（敬称略） 
　内科系：鵜池直邦（国立九州がんセンター）、恵美宣彦（名古屋大学）、甲斐俊朗（兵庫医大）、 
　　　　 金森平和（横浜市立大学）、烏野隆博（大阪府立成人病センター）、幸田久平（旭川赤十字病院）、
　　　　 浜口元洋（国立名古屋病院）、日野雅之（大阪市立大学）、古川達雄（新潟大学）、 
　　　　 村山　徹（兵庫県立成人病センター） 
　小児科系：熊谷昌明（国立小児病院）、小池健一（信州大学）、辻浩一郎（東大医科研）、 
　　　　　 渡辺 力（徳島大学） 
　その他臨床系：なし 
　コメディカル：なし 
5.平成14年3月31日にて任期満了となる現監事の小島勢二（名古屋大学）に替わり、新監事として土屋滋（東
北大学）が推薦され、承認されました。任期は平成14年4月1日より平成16年3月31日までです。現監事の坂
巻壽の任期は平成15年3月31日までです。 

6.全国集計データ管理委員会より平成13年度全国調査報告書を送付したが、一部訂正個所に対するシール
を送付する旨、報告があり、このニューズレターに同封いたしました。 
7.ガイドライン委員会より、「移植の適応」に関するガイドラインが完成間近であり、平成14年2月に発送予定
であることが報告されました。 
8.ニューズレター、ホームページの充実と全国集計データ欧文紙への投稿等をおこない活動をさらに活発にす
る目的で編集委員会が設置されたとの報告がありました（内規を3ページに掲載しています）。 
9.PBSCT小委員会より、同種末梢血幹細胞移植ドナーフォローアップ事業に関し、平成13年11月末現在、
1139名の登録があり、短期調査票の回収率が約80％であることが報告されました。また、レシピエント調査
に関する契約が始まったことが報告されました。 
10.学会としてのより質の高い臨床研究や前方向視研究に関する取り組みを検討していた前方視研究ワーキ
ンググループが「臨床研究委員会」として発足することとなりました。内規の詳細は委員会で検討することに
なりました。 
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第24回日本造血細胞移植学会総会におきまして理事会、評議委員会で討議がなされ、
平成13年度12月21日の総会において承認されました事項につきお知らせいたします。 

 

収入の部 
科　目 

当期収入合計 
前年度繰越 
収入合計 

当初予算額 決算額 適　応 

科　目 当初予算額 決算額 適　応 

@5,000x30 
@8,000x1133 
@15,000x75 
　計1,238名（但し、H13.3.15まで） 

【会員会費】 
　会員会費 

【事業費】 
　学会印刷・出版費 
　全国登録報告書印刷 
　年次総会補助費 
　ニューズレター印刷費 
　ホームページ作成費 
 
【管理費】 
　名簿管理・事務代行費 
　郵送・通信費 
　人件費 
　登録センター事務費 
　委員会・旅費等 
　雑費 

 
封筒、申込用紙などの印刷費 
生協印刷部 
京大・小児科 
業務委託 
業務委託 
 
 
事務代行 
郵送費、宅配便費用 
@50,000x12ヶ月 
愛知県がんセンター、神奈川県立こども医療センター 
理事会（H12/5), 理事会（H13/3), 内保連運用費・旅費など 
振込手数料、消費税など 

4,900,000 
2,000,000 
750,000 

1,000,000 
500,000 
650,000 

 
6,650,000 
1,750,000 
600,000 
600,000 

3,000,000 
500,000 
200,000 

11,550,000

3,425,950 
363,600 
745,500 

1,200,000 
280,000 
836,850 

 
7,717,618 
1,825,050 
1,499,770 
600,000 

3,288,040 
368,286 
136,472 

11,143,568

【雑収入】 
　預金利息 

10,500,000 
10,500,000

10,502,600
8,735,663
19,238,263

2,600 
2,600

10,339,000 
10,339,000

10,348,169
8,735,663
19,083,832

当期収支差額 
次年度繰越 

当期支出合計 

支出合計 

-1,047,400
7,688,263
19,238,263

-795,399
7,940,264
19,083,832

9,169 
9,169

支出の部 

平成１2年度日本造血細胞移植学会収支決算書 

平成14年度日本造血細胞移植学会収支予算 

第25回日本造血細胞移植学会総会 
一般演題抄録応募について 

収入の部 

区　分 

小　計 
前年度繰越 
合　計 

平成14年度予算額 
自　平成14年4月1日 
至　平成15年3月31日 

区　分 平成14年度予算額 
【事業費】 
　学会出版費 
　全国登録報告書印刷費 
　年次総会補助費 
　会員名簿作成費 
　ニューズレター印刷費 
　ホームページ作成費 
【管理費】 
　名簿管理・事務代行費 
　郵送費 
　人件費 
　登録センター事務費 
　委員会・旅費等 
　雑費 

5,170,000 
2,000,000 
750,000 

1,000,000 
0 

580,000 
840,000 

6,900,000 
2,000,000 
600,000 
600,000 

3,000,000 
500,000 
200,000

【会員会費】 
【雑収入】 
　預金利息 
【事業収入】 
　広告掲載料 

12,500,000 
12,500,000 

5,000 
5,000 

0 
0

12,505,000
5,893,264
18,398,264

当期支出差額 
当期支出合計 

次年度繰越 
支出合計 

435,000
12,070,000

6,328,264
18,398,264

支出の部 

2ページの「学会からのおしらせ」にて開催のご案内をして
おります第25回総会の一般演題抄録応募についてお知ら
せ致します。一般演題抄録はインターネットにて受付させて
いただくことになりました。一般演題抄録の受付は5月15日（水）
をもって締切とさせていただきます。第25回総会のホームペ
ージは3月上旬に立ち上がり、既存の学会ホームページから
リンクが貼られることになっておりますので、演題登録方法
や各種案内などはこちらからご覧ください。 



11.新しい委員会の発足や各委員会の委員の任期満了に伴い、各委員会の委員は次のようになりました。新しく設置され
た委員会の委員は平成13年12月21日より任命されました。既存の委員会に関しましては現在の委員の任期は平成14
年3月31日までです。平成14年4月1日より新しい委員により構成されます。 

【全国集計データ管理委員会】（平成14年4月1日－平成16年3月31日） 
　委員長（会長）：河　敬世 
　小児科領域委員：今泉益栄、花田良二、土田昌宏、東　英一、麦島秀雄 
　内科領域委員：笠井正晴、高橋聡、谷本光音、平岡　諦、森島泰雄 
【ガイドライン委員会】（平成14年4月1日－平成16年3月31日） 
　秋山祐一、岡本真一郎、小島勢二、島崎千尋、田野崎隆二、前川　平、森下剛久、矢部普正 
【理事評議員選任委員会】（平成14年4月1日－平成15年3月31日） 
　委員長（前年度会長）：今村雅寛 
　委　員：小林良二、権藤久司、中尾眞二、星　順隆、松山孝治 
【臨床研究委員会】（平成13年12月21日－平成16年3月31日） 
　浅野茂隆、池田康夫、今村雅寛、加藤俊一、河敬世、小寺良尚、高上洋一、土肥博雄、中畑龍俊、浜島信之、原田実根、
　森島泰雄 
【編集委員会】（平成13年12月21日－平成16年3月31日） 
　委員長：谷本光音 
　委　員：岡本隆弘、佐尾浩、品川克至、田中淳司、谷口修一、前川平、宮村耕一、矢部普正、山本一仁 
【PBSCT小委員会】 
　委員長：小寺良尚 
　委　員：浅野茂隆、池田康夫、加藤俊一、谷本光音、土肥博雄、中畑龍俊、浜島信之、原田実根、森島泰雄 
　判定委員：塩原信太郎、松山孝治 
12.事務局より学会の平成12年度の決算報告及び平成14年度の予算案が示され、承認されました（決算報告と予算案
を5ページに掲載しています）。 
13.事務局より同種末梢血幹細胞移植調査特別事業に関し、平成12年度の決算報告と平成13年度の予算案が示され、
承認されました（決算報告と予算案は6ページに掲載しています）。 

以上、敬称略 

 
日本造血細胞移植学会編集員会内規 

 
第1条（目的） 
　日本造血細胞移植学会編集委員会（以下編集委員会という。）は、会員の造血細胞移植医療等の向上や会員間の情
報交換および、広く社会に向けて日本造血細胞移植学会（以下学会という。）の活動等を発表、紹介し、学会の向上に寄
与することを目的として以下の広報事業を行う。 
第2条（事業） 
　ニューズレター等による学会活動の報告事業 
　ホームページによる学会活動の広報事業 
　専門誌への投稿事業 
　その他会員が必要とする広報事業 
第3条（編集委員および編集委員長） 
　編集委員（以下委員という）は、理事会において各地域を考慮して選出し、評議員会、総会の承認により決定する。おお
むね10名程度とする。編集委員長（以下委員長）は委員会の互選による。 
第4条（委員の任期） 
　委員の任期は2年とし、再任を妨げない。 
第5条（編集会議） 
　編集委員会は定期的に編集会議を開催、もしくは電子メール等にて連絡を図り、事業の円滑な遂行をはかる。 
第6条（内規の発効） 
　本内規は平成13年12月21日をもって発効する。 

3



JSHCT   LETTER   No.9

4

名鉄病院　骨髄移植センター 
　岐阜へと向かう列車の窓から車外に目を移すと、線路に沿うように造られた、一面ガラス張りの通路が眺められた。イル
カやカモメが踊る黄色い壁の前で、点滴スタンドを引きながら、小さな子供の側に立つ、マスクをした男性をみつけた。 
「あれは○○さんじゃないかな？」 
　名鉄病院は、その名の通り、名古屋に本社をおく私鉄、名古屋鉄道の健康保険組合が母体となって設立された病院
で、総病床数は400床余りである。建物の横には名鉄やJRの線路が走っており、名鉄栄生（さこう）駅のホームから連絡通
路で直接つながっている。 
　骨髄移植センターは、この1号館の4階にある。『骨髄移植センター』と書かれた扉を開けた先はダウンフローによる無菌
ユニットとなっており、この中に個室10床とナースステーションがある。ユニット内に入る際には、ウェルパスによる手指の消
毒とスリッパの履き替えを行うが、白衣はそのままである。患者家族も同様にして入室できる。看護スタッフは婦長を含め現
在9名で、3交代勤務を行っている。造血幹細胞移植患者は移植前の2週間と、移植後の2ヶ月程度をこの病棟で、それ
以外の時期は3階の血液神経混合病棟で過ごしている。 
　現在の骨髄移植センターは、平成5年に開設されたものである。これまでに200例を越える造血幹細胞移植を行い、最
近は年30例強のペースで移植を行っている。非血縁者間の骨髄移植は130例を越え、日本でも非血縁移植の経験が豊
富な病院の一つである。血液内科の医師は現在、佐尾部長以下4名。同種移植を積極的に行っている施設としては決
して多い人数とは言えないが、部長を先頭にチームワークよく仕事をこなしているのと、看護婦や薬剤師といった他職種
の方 と々の緊密な連係があって、毎年多くの症例を経験できているものと思う。毎週行われる血液内科のカンファレンス
には、看護婦と薬剤師も参加して、治療方針の確認などをおこなっている。 
　センター内の10床はそれぞれ個室となっているため、家族の面会などは、小児以外比較的自由である。ベッドサイドにソ
ファーがあり、家族が付き添われる際などはそちらを利用していただいている。ナースステーションにシャワールームがあり、
患者さんは廊下を歩いてシャワーを浴びにやってくる。Day-7でもday0でも、day7でも変らない。これまで比較的管理の厳
しい病院をみてきたので、最初はちょっと不安を感じたが、特に感染症が多い印象はない。清潔を保つのに有用であると
の考えから、看護婦さんも患者さんをシャワーに誘うのに積極的である。こうしてみると、今まで成人の移植後はぐったりし
てほとんど動けない印象をもっていたが、移植後まもなくでも自分でちゃんと歩いてシャワーを浴びてゆく人が意外に多い
ことに気付く。現在の有浦婦長は、耳鼻科にいた経験もあり、口腔ケアに熱心である。口内炎は、下痢、発熱とともに移植
後早期の重要な合併症であり、患者の苦痛も大きい。看護スタッフの研究テーマの一つとして、今後もどのようなアイデア
が出てくるか、期待されるところである。 
　新築された3号館と、1、2号館をつなぐ、線路沿いに設けられた通路は、パノラマストリートと呼ばれている。名鉄電車や
新幹線が走っていくのがみられ、小さな子供には人気のスポットである。日当たりの良い直線が続くため、移植後の患者も
鈍った足のリハビリに利用していたりする。面会の人と話をする姿も良く見かける光景だ。夕方はちょっと西日が眩しいが、
外出が制限されている血液患者さんにとっては、このような広く見晴らせる場所にいることは、一つの気分転換になるの
かもしれない。 
　名鉄栄生駅に接して建てられていることもあり、当院では、名鉄沿線
の地域から紹介されてくる患者さんが多い。移植目的で紹介されてく
る患者さんも多く、特に非血縁者間移植の場合には、豊橋や岐阜、さら
に遠方よりみえる方もある。名古屋には『はなのきの会』という組織があ
り、こういった患者さんの家族が長期滞在出来るよう『はなのきハウス』
を運営している。主治医の先生が一所懸命治療された患者さんを当
院へ紹介していただけるのは、われわれの診療を信頼していただいて
いるからだと思う。その信頼を裏切らぬよう、少しでも移植成績を上げる
よう、これからも努力を怠らないようにしなければならない。　 
　パノラマストリートで線路をみつめる患者さんの視線の先にあるものは、家族の待つ我が家であろうか。『早く元気にな
って、家族の元に帰りたい。』それは、患者さんの望みであると同時に、われわれ名鉄病院造血幹細胞移植スタッフ全員
の願いでもある。 
（名鉄病院血液内科　飯田浩充） 

施設紹介 今回は、国内で非血縁移植の経験が豊富な病院の一つである名鉄病院血液内科の飯田浩充
先生に、ご勤務先を紹介していただきます。今後、前号からスタートしました留学教室紹介と併せ
て企画していきますので楽しみにしてください。 


